
令和3年度 JST情報サービス利用者の満足度調査
（J-GLOBAL）
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調査概要

◆調査目的 ：国立研究開発法人科学技術振興機構が提供する主要な情報サービスについて、
各サービスの利用状況、認知度、利用シーンや類似サービスとの比較・選択状況を明らかにするための調査を実施し、
結果を事業企画に活用する。

◆調査対象 ：J-GLOBALサイトトップページ訪問者／My J-GLOBALアカウントのDM受取者

◆調査方法 ：インターネットリサーチ

◆調査時期 ：2022年1月27日（木）～2月25日（金）

◆有効回答数 ：1,104サンプル
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• 回答者の年齢としては、「50代」が33.2％と最も多い。これに「60代」の25.6％、「70代以上」の10.9％が続き、
50代以上が6割以上を占めている。

回答者プロフィール（年齢）
Q26

年齢をお選びください。【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• 回答者の現在の所属としては、「大学・短大」が38.7％で最も多い。これに「企業」の29.3％が続く。

回答者プロフィール（所属）
Q27

現在の所属をお選びください。（複数ある場合は主たるもの）【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• 回答者の現在の職種としては、「教授・准教授」が22.2％で最も多い。

回答者プロフィール（職種）
Q28

現在の職種をお選びください。（複数ある場合は主たるもの）【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• 回答者の現在の主な研究分野としては、「医歯薬学」が21.9％で最も多い。これに「工学」の17.7％が続く。

回答者プロフィール（分野）
Q29

現在の業務に最も関係の深い研究分野をひとつお選びください。【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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調査結果の詳細
＜設問種別＞※各設問文の右上に記載

SA・・・・・・単一回答
MA・・・・・・複数回答
FA・・・・・・自由回答
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• 利用頻度については、「月1回程度」が23.2％と最も高く、これに「週1回程度」の16.5％、「2～3ヶ月に1回程度」の
16.0％が続く。

利用頻度
Q1

J-GLOBALの利用頻度を選んでください。【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• J-GLOBAL利用時の使用端末としては、「所属組織のPC」が63.5 ％で最も高い。「個人所有のPC」が51.8％と続いて
おり、スマートフォン・タブレットでの利用は、個人・所属組織どちらともPCより低い。

利用端末
Q2

J-GLOBAL利用時に使用する端末を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• J-GLOBALで利用されている基本情報は、「文献」が69.7％で最も高い。これに「研究者」の60.6％が続く。

主に利用している情報
Q3

利用しているJ-GLOBALの基本情報を選んでください。【必須】【複数選択可】
※研究課題：JSTが国費で運営する研究支援制度（ファンディング）で 採択された研究課題情報。
※研究資源：国内外の大学・公的研究機関等が保有するデータベース（Integbioデータベースカタログの情報等）、ソフトウェア、材料、研究機器等の
研究資源に関する情報。

MA

※全体 n=1,104
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• J-GLOBALの利用目的としては、「他の研究者の研究動向を把握するため」が46.3％、「論文・レポート等の作成のた
め」が41.2％で上位となっている。

利用目的
Q4

J-GLOBALの利用目的を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• 「とても役に立った（役に立ちそう）」は34.7％、「まあ役に立った（役に立ちそう）」は56.8％であり、9割が「役
に立った」と回答している。

役立ち度
Q5

J-GLOBALは役に立っていますか。または、役に立ちそうですか。【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• 何に対して役立っているか（立ちそう）について、「他の研究者の研究動向把握」が51.1％と最も高い。これに「論
文・レポート等の作成」の41.6％が続く。

何に役に立ったか
Q6

J-GLOBALが何の役に立っている（立ちそう）かを選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※回答者 n=1,010
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• 役に立った（立ちそうな）理由としては、「無料で利用できる」が76.3％と最も高い。

役に立った（立ちそうな）理由

Q7
役に立った（立ちそうな）理由を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※回答者 n=1,010
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役に立たなかった（立ちそうにない）理由

• 役に立たなかった（立ちそうにない）理由としては、「検索速度が遅い」「必要な情報が見つからなかった」「情報量が
少ない」が2割強となっている。

Q9
役に立たなかった（立ちそうにない）理由を選んでください。【必須】【複数選択可】2～4を選択後、具体的に書いてください。

MA

※回答者 n=94
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• J-GLOBALでよく使う／便利だと思う機能については、「フリーワード検索」が71.0％と突出している。

よく使う、便利だと思う機能
Q10

J-GLOBALでよく使う機能、便利だと思う機能を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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MyJ-GLOBAL よく使う、便利だと思う機能

• MyJ-GLOBALでよく使う／便利だと思う機能は、「研究者へコンタクトする機能」が28.6％で最も高い。

Q11
MyJ-GLOBALでよく使う機能、便利だと思う機能を選んでください。【必須】【1～7は複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• J-GLOBALに対する要望としては、「情報の網羅性向上」が34.1％で最も高い。

要望
Q12

J-GLOBALに対する要望を選んでください。【任意】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• 「以前の研究課題情報を使ったことがない」が42.8％で最も高い。

• 「とても便利になった」は12.1％、「まあ便利になった」は30.5％で、「便利になった」と回答したのは4割。

研究課題情報の収録情報変更について
Q14

研究課題情報では、2021年4月よりJSTプロジェクトデータベースの情報を搭載しております。JSTプロジェクトデータベースの搭載により便利
になりましたか。【必須】【1つ選択】※JSTプロジェクトデータベースは、JSTが推進する研究開発課題を登載した検索・閲覧システムです。

SA

※全体 n=1,104
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• 収録内容のさらなる充実を希望される基本情報は、「文献」が68.0％と最も高い。これに「研究者」の51.1％、「研究
課題」の40.0％が続く。利用度の高い基本情報（Q3）が上位にあがっている。

充実・拡張を希望する基本情報
Q15

J-GLOBALの10種類の基本情報のうち、収録内容のさらなる充実・拡充を希望する情報を選んでください。【必須】【複数選択可】
※研究課題：JSTが国費で運営する研究支援制度（ファンディング）で採択された研究課題情報。
※研究資源：国内外の大学・公的研究機関等が保有するデータベース（Integbioデータベースカタログの情報等）、ソフトウェア、材料、研究機
器等の研究資源に関する情報。

MA

※全体 n=1,104
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• 拡充の希望が高い登載情報・リンク先としては、「研究データへのリンク」が50.5％と最も高い。

拡充を希望する情報・リンク
Q16

拡充を希望するJ-GLOBALの登載情報やリンク先を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• 「ぜひ利用したい」が30.9％、「あれば利用したい」が51.9％となっており、8割が「利用したい」と回答。

研究データのリンク追加要望意向
Q17

J-GLOBAL上で研究データのリンクが追加されたら利用したいですか。【必須】【1つ選択】
※この場合の研究データとは、「研究の過程、あるいは研究の結果として収集・生成される情報」と定義し、観測データや実験データ、 シミュレ
ーションを行った結果得られたデータ等を含みます。

SA

※全体 n=1,104
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• 「ぜひ利用したい」が24.4％、「あれば利用したい」が46.8％となっており、7割が「利用したい」と回答。

共用研究機器情報の追加要望意向
Q18

J-GLOBALで、研究機関が保有する研究機器の内容や機器共同利用に関する情報を検索できるとしたら、利用したいですか。【必須】【1つ選択】

SA

※全体 n=1,104
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• 「ぜひ利用したい」が24.0％、「あれば利用したい」が47.0％と、7割が「利用したい」と回答。

プレプリントの検索・表示機能の利用意向
Q19

J-GLOBAL上で、プレプリント＊の検索・表示機能を利用したいですか。【必須】【1つ選択】
※J-GLOBALでは、2022年2月より、プレプリント（査読前論文）の検索・表示機能を実装予定です。
＊プレプリントとは、査読を通過する前の論文で、研究成果を迅速に流通させるために、その一部が近年ネット上で公開されるようになりました。
プレプリント公開により利用者は論文のジャーナル掲載を待たずにいち早く研究成果を入手することができます。

SA

※全体 n=1,104
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• 追加してほしい機能としては、「論文の本文全体に対する検索機能」が68.2％と突出している。

• 「特になし」は17.1％。

今後追加して欲しい機能
Q20

追加してほしい機能を選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• 拡充を希望されているPID情報としては、「特になし」が回答としては最も高い。
それ以外でみると、「ORCID（研究者のID）」が40.3％で最も高い。

拡張を希望するPID情報
Q21

拡充を希望するPID情報＊を選んでください。【必須】【複数選択可】
＊PID情報とは、研究成果や研究活動に関連する情報（研究情報）に対して振られている永続的な識別子（ID）のことです。PID情報により研究
情報（論文の本文、研究者、研究機関、研究課題等）への精度の高いリンクが実現します。

MA

※全体 n=1,104
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• 利用しているサービスとしては、「GoogleScholar」が50.6％で最も高い。
これに「CiNii Articles」の45.6％、「CiNii Research」の39.9％、「KAKEN」の36.3％が続く。

他サービス利用状況
Q22

利用しているサービスを選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104
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• J-GLOBAL以外に使用されているJSTの情報事業サービスとしてあげられたのは、「J-STAGE」が58.2％と最も高い。

J-GLOBAL以外で利用しているJST情報サービス
Q23

J-GLOBAL以外で使っているJST情報事業サービスを選んでください。【必須】【複数選択可】

MA

※全体 n=1,104


